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村のようす

(54年5月 1日現在〉

1，485戸〈土 0)
7，308人(-4) 
3，621人〈十 5)

3，687人(-9) 

数

口
帯

男

女

哲
人

恒
例
の
浩
訪
問
春
季
検
関
が

日
泉
中
学
校
三
路
で
行
な
わ
れ
ま
し

た。
検
関
は
菌
旗
揚
揚
、
殉
職
消
防
団
員

に
対
す
る
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
通

常
点
検
、
分
列
行
進
、
機
械
点
検
を
行

な
い
ま
し
た
。

今
年
は
全
面
員
に
ズ
ボ
ン
を
新
調
給

付
し
た
こ
と
か
ら
服
装
も
一
段
と
立
派

に
な
り
ま
し
た
。

島込

分
列
行
進

特
に
分
列
行
進
は
、
昨
年
組
織
し
た

十
一
名
の
ラ
ッ
パ
隊
の
吹
奏
す
る
ラ
ッ

パ
に
歩
調
を
合
せ
て
の
行
進
は
、
ま
さ

に
威
成
堂
々
た
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
こ
の
席
上
、
諮
防
長
官
賞
状
、

防
火
優
良
家
庭
、
退
職
幹
部
、
一
般
協

力
者
に
対
し
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

ラッパ縁む吹奏

ハ
関
連
記
事
ニ
頁
を
参
照
〉

建
放
水
に
よ
る
機
敏
点
検

金弘
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第
二
回
臨
時
議
会
開
か
れ
る

第
二
回
玉
川
村
臨
時
議
会
は
去
る
五
月
十
四
日

開
か
れ
提
出
さ
れ
た
議
案
を
慎
重
に
審
議
の
結
果

内
容
は
次
の
と
お
り

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

。
道
路
改
良
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

道
路
改
良
工
事
と
し
て
、
北
須
釜
兎

回
?
坂
ノ
下
線
の
内
沢
目
木
地
内
を
行

な
う
も
の
で
、
五
千
二
百
六
十
万
円
で

玉
川
村
大
字
竜
崎
字
原
作
田
二
六
、
株

式
会
社
湯
沢
組
、
湯
沢
光
市
氏
に
落

札
、
本
契
約
を
す
る
も
の
、
工
期
は
昭

和
五
十
四
年
五
月
十
六
日
よ
り
昭
和
五

十
五
年
ニ
月
二
十
日
ま
で
と
す
る
。

昭和54年 6月1日

に
つ
い
て

。
民
有
林
、
林
道
開
設
事
業
請
負
契
約

民
有
林
、
林
道
開
設
王
事
と
し
て

北
須
釜
字
懸
金
沢
地
内
を
行
な
う
も
の

で
、
三
千
五
百
六
十
万
円
で
、
玉
川
村

大
字
中
字
向
七
十
三
番
地
の
一
、
鈴
木

建
設
、
鈴
木
利
夫
氏
に
落
札
、
本
契
約

を
す
る
も
の
、
工
期
は
昭
和
五
十
四
年

五
月
十
六
日
よ
り
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

昭
和
五
十
四
年
度
の
区
長
会
の
役
員

が
、
四
月
二
十
日
の
初
区
長
会
で
つ
ぎ

の
よ
う
に
き
ま
り
ま
し
た
。

会
長
坂
本
菊
雄
ハ
川
辺
区
長
〉

副
会
長
榊
校
金
作
(
北
須
釜
区
長
)

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

関
根
好
光
〈
小
高
区
長
〉

な
お
、
各
部
落
の
区
長
さ
ん
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

川
辺
区
長

蒜
生
区
長

小
高
一
民
長

関曲坂

根山本

好文菊

表
彰
状
、
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感
謝
状
受
賞
者

消
防
庁
長
官
賞
状
(
伝
達
)

No. 1 54 

〈
昭
和
五
十
ニ
年
度
退
職
〉

三
吉
勝
喜
(
竜
崎
〉

塩
沢
政
吉
(
北
須
釜
〉

H
H

須
田
幸
平
〈
四
辻
〉

元
副
分
団
長
曲
山
英
夫
会
麻
生
〉

η

小
原
重
孝
(
南
須
釜
〉

有

賀

久

嘉

(

吉

〉

小
林
誠
一
〈
竜
崎
〉

鈴
木
重
勝
ハ

η

〉

矢
部
茂
昭
(
士
口
〉

元
分
団
長

たまかわ
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表
彰
状
(
防
火
優
良
家
庭
〉

坂
木
治
平

JII 

辺

少
針
政

小蒜
中
竜

崎

岩
法
寺

南
須
釜

北
須
釜

士
ロ

山
小
屋

四

辻

成
ω退

職
分
団
長

JlI 

り
表
紙
参
照
記
事
】

高生

佐
藤
一
男

溝
井
源
三
郎

車
田
宇
多
子

小
林
富
雄
岩
谷
直
治

上
野
清

一

大

竹

信

班
目
兼
一
福
小
原
辰
夫

関

根

正

塩

沢

政

吉

有
賀
ノ
ブ

石
森
米
三
郎

大
和
田
七
郎

謝

状

辺

針

政

蒜

生

小

高中
竜

崎

岩
法
寺

南
須
釜

北
須
釜

土門円

山
小
屋

四

辻

佐

藤

一

男

国

井

文

雄

小

針

常

美

鈴

木

英

雄

大

竹

義

明

大

野

福

一

塩

沢

義

徳

矢

吹

忠

吉

矢

吹

嘉

志

塩

田

征

二

郎

一
般
協
力
者

四

辻

関

根

庄

士

口

〈
防
火
水
槽
敷
地
協
力
〉

佐

藤

一

男

〈
機
械
置
場
敷
地
協
力
〉

ゴ士
耳切t

生

四山吉北南竜岩中
辻小 須須崎法
新屋区釜釜区寺区
田医長区:区長区長
区長 長長， 長
長
石 石森榊大鈴大吉

井

周

太

郎

森 枝越木竹田

儀金藤 吉代金

光雄雄

児
童
手
当
現
況
届

に
つ
い
て

受
給
者
の
方
は
、
毎
年
六
月
一
日
か

ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
聞
に
、
児
童
手

当
現
況
屈
を
役
場
に
提
出
し
て
下
さ
い

こ
の
児
童
手
当
現
況
屈
は
受
給
者
の
前

年
の
所
得
の
状
況
と
六
月
一
日
現
在
の

養
育
の
状
況
な
ど
を
毎
年
確
認
す
る
た

め
の
屈
で
す
。

も
し
こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
引
き
続

い
て
受
給
資
格
が
あ

っ
て
も
六
月
分
以

後
の
児
童
手
当
の
支
払
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
ず
か
ら
、
必
ず
提

出
し
て
下
さ
い
。

.......‘. 日...“.....円.一噂.........守......噂........
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一
一
時
の
思
い
違
い
や
、
経
済
上
の

…
都
合
な
ど
で
、
国
民
年
金
に
当
然
加

…
入
す
る
は
ず
な
の
に
、
今
ま
で
加
入

一
し
な
か
っ
た
入
に
、
最
後
の
加
入
の

一
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
こ
の
人
び
と
は
、
去
年
の
七
月
一

一
日
か
ら
、
来
年
の
六
月
三
十
日
ま
で

一
の
二
年
間
に
加
入
の
手
続
き
を
済
ま

一
し
、
滞
納
し
て
い
た
保
険
料
を
納
め

一
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
滞
納
保
険
料
額
は
、
一
か
月
に
つ

↑
き
四
、

0
0
0円
の
割
で
納
め
て
く

一
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
、

資
格
期
間
を

一
満
た
せ
な
い
人
は
、
引
き
続
き
保
険

U

料
を
納
め
て
い
く
と
、
老
齢
年
金
の

一
受
給
資
格
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

…
、

こ
の
届
出
の
で
き
る
人
は
、
明
治

一
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
の
生
ま
れ

一
で
、
国
民
年
金
へ
当
然
加
入
す
る
は

一
ず
の
人
で
す
。
任
意
加
入
の
人
に
は

一
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

一
〈
わ
し
く
知
り
た
い
人
、
過
去
に

一
未
納
が
あ
る
人
は
1

役
場
住
民
課
へ

一
お
問
合
せ
〈
だ
さ
い
。

付納

博秋作幸典一治

無年金者に

特 例
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6月~8月

子供の水の犠牲者

@ 

鴎
倍

子
供
を
水
の
事
故
一か
ら
守
ろ
う

水
の
恋
し
く
な
る
六
月
。

毎
年
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
悲
惨
な

子
供
の
水
の
事
故
が
目
立
っ
て
増
え
ま

ーす。
水
の
事
故
は
、
一
年
中
起
き
て
い
る

の
で
す
が
、
と
く
に
六
月
J
八
月
が
多

く
、
昨
年
は
五
百
七
十
六
人
の
子
供

(
中
学
生
以
下
〉
が
尊
い
命
を
落
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
じ
六
月
J
八

月
の
子
供
の
交
通
事
故
死
者
四
百
十
四

人
を
六
百
二
十
二
人
も
上
回
っ
て
お

り
、
い
か
に
、

H

水
の
犠
牲
者
n
が
多

い
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

子
供
一た
ち
の
水
の
事
故
は
、
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
し
た
ス
キ
に
起
こ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
親
が
立
ち
話
に
夢
中
に
な
っ

て
い
る
聞
に
、
防
火
用
水
に
は
ま
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ケ

i
ス
も
あ

り
ま
す
。

と
く
に
、
幼
児
の
増
合
は
自
分
で

H

危
険
ー
か
ど
う
か
判
断
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
保
護
者
は
子
枇
め
の
身
に
な
っ

て
、
安
全
を
考
え
て
あ
げ
ど
く
だ
さ
。

子
供
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め
に

保
護
者
は
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

伴すにマ
する行子
る。か供
。行なた
くいち
とよだ
きうけ
tま tこで、
保ふ
議だ氷
¥者」し泳
なかや
どら氷
が注遊
同意び

マ
イ
カ
ダ
遊
び
ゃ
、
危
険
な
水
辺
で
遊

ん
で
い
る
子
を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け

安
全
な
場
所
で
遊
ぶ
よ
う
注
意
す
る
。

マ
家
の
近
く
に
た
め
池
や
用
水
池
、
堀

な
ど
が
あ
っ
て
、
サ
ク
と
か
フ
タ
が
な

く
危
険
な
状
態
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い

-

る
と
き
は
、
所
有
者
に
申
し
入
れ
て
早

く
処
置
し
て
も
ら
う
。

いしマ
よて雨
うい降
、るり

特との
にき後
注はな
意い、ど

す子 J!I
る供や
0，を用

近水
Jづが
tけ増
な水

毎
月
、
二
三
日
は

ρ
ふ
み
の
日
υ

で

す
、
温
か
い
、
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ

た
、
お
梗
り
は
、
百
一
一
一
口
を
t

尽
し
て
も
一
マ
一
口

い
得
な
い
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
。

手
紙
の
良
さ
と
味
わ
い
で
、
心
と
心

の
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
を
郵
便

局
で
は
、
お
す
す
め
し
て
お
り
ま
す
。

福
島
県
の
生
ん
だ
偉
人
、
野
口
英
世

博
士
の
母
親
の
書
い
た
手
紙
が
、
今
も

記
念
館
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
が
、
わ

が
子
に
対
す
る
、
母
の
愛
情
に
胸
を
打

つ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

東
京
方
面
へ
出
て
行
っ
た
、
子
供
に

母
親
か
ら
の
'
手
紙
ほ
ど
身
に
し
み
て
感

じ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
手
紙
の
持
つ
良
さ
を
、
見

直
し
て
ほ
し
い

ι、
郵
便
局
で
は
、
毎
バ

月
二
三
日
を
iw
ふ
み
の

H
H
乏
し
…て
1

温
か
い
、
そ

b
f、
明
る
い
社
会
一を
つ
え
一

る
た
め
、
ふ
み
の
日
運
動
学
す
一す
め
て
・

お
り
ま
す
の
‘で
、
家
族
全
員
で
手
紙
を

書
く
運
動
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

な
お
郵
便
局
で
は
、
ふ
み
の
日
運
動

に
よ
せ
て
、
切
手
・
ミ
ニ
レ

タ
i

・
は

が
き
・
等
を
携
帯
用
ケ

l

ス

に

入

れ

た
、
一
組
・

-一、

0
0
0円
の
円
お
使

り
セ

ッ
ト
』
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
買
い
求
お
て
お
き
ま
す
と
た
い
へ

ん
便
利
で
す
-o

〈
川
辺
局
〉

キャンプで‘友情の輪を

公民館で、は、青年の能全な心を育て友情を深めるた

め、野外日活動研修〈キャンプ〉を下記により開催しま

す。

参加を希望される方は会費を添えて 6月30日まで玉

JII村公民館へ申し込んで下さい。

~G ¥ 

1 .日時 7月14・15日 〈

2.場 所 安達郡大玉村県民の森

3.参加対象 村内に住む16才から30才の男女

} 4.定員 50名 〈

{ 5.会費 500門 J 

※なお詳しくは、玉川村公民館に問い合せ下さい。

一

俗

に

盲

腸

炎

と

い

わ

れ

る

病

気

同

一
で
、
ま
ず
、
上
腹
部
が
痛
み
、
し
だ
…

…
い
に
右
下
腹
部
に
痛
み
が
移
っ
て
き
…

一
ま
す
。
同
時
に
喧
き
気
、
幅
仕
が
あ

一

一
り
、
三
十
八
度
前
後
の
発
熱
を
み
る

一
と
い
う
ケ

l
ス
が
ふ
つ
う
で
す
。
し
一

一
か
し
、

老
人
で
は
あ
ま
り
痛
ま
な
か

一

}
っ
た
り
、
子
ど
も
で
は
、

一ど
こ
を
さ
一

一
わ
っ
て
も
腹
を
痛
が
る
の
で
診
断
が
一

一

む
ず
か
し
く
、
し
か
も
病
気
の
進
行
，

-

↑
が
早
い
の
で
注
意
が
大
切
で
す
o

~

田
痛
む
か
ら
と
い
っ
て
お
腹
を
あ
た
一

一
た
め
た
り
、
便
秘
ぎ
み
だ
か
ら
と
下
.

一
剤
を
飲
ん
だ
り
、
涜
腸
し
た
り
す
る
一

一
と
、

腸
の
安
静
が
保
た
れ
な

い

た

一

一
め
、
急
激
に
進
行
し
て
孔
が
あ
き
、
一

一
腹
膜
炎
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
~

一一
す
。
も
し
、
一
時
的
に
自
宅
療
法
を
-

一
行
う
場
合
は

J
冷

湿

布

ぷ

無

難

で

一

一
ム
ヲ
。

一

J

…

一

虫

垂

炎

と

ま

ぎ

ら

わ

し

い

病

気

一

一
は
、
急
性
胃
腸
炎
、
ー
急
性
腸
炎
、

子

一

一
宮
外
妊
娠
な
ど
い
く
つ
も
あ
り
ま
-

一

す
o

素
人
判
断
を
せ
ず
、
早
め
に
専
一

一
門
医
に
診
せ
て
に
だ
さ
い
。
虫
垂
炎
一

一
と
わ
か
れ
ば
、
多
く
の
場
合
手
術
を

一

一
し
ま
す
が
、
軽
い
虫
垂
炎
は
な
る
べ
一

一
く
化
学
療
法
で
治
し
、
手
術
を
し
な
-

一
い
方
針
の
医
者
も
い
る
よ
う
で
す
。
…

〔一口医学〕

急性虫垂炎
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検診のようす

昭
和
五
十
四
年
度
の
妊
産
婦
並
び
に
乳
幼
児
の
健
康
診

断
の
日
程
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

必
ら
ず
検
診
を
v

つ
け
て
丈
夫
な
、

立
派
な
お
子
さ
ん
を

育
て
ま
し
ょ
う
。

.グ

月 i日 内 r谷チ~ 地区別 マイク口パス運行行程表

妊婦検診並母親学級 西部
|西部地区|5 : 

: 15 妊婦検診並母親学級 東部
岩法寺大竹商!苫前 1 : 00 

: 5 妊婦検診並母親学級 西部 竜崎仁井田商庖前 1:10 6 
: 19 妊婦検診並母親学級 東部 竜崎公民館前 1 : 13 

中小山田商居前: 10 妊婦検診並母親学級 西部
1 : 18 

7 ; 川辺カトヤ商居前 1:25 
: 17 妊婦検診並母親学級 東部 蒜生バス停留所前 1 : 30 

: 7 妊婦検診並母親学級 西部
|東部地区|8 

妊婦検診並母親学級 f東部: 21 
四辻分校下 1 : 00 

: 4 妊婦検診並母親学級 西部 狸穴 石井商庖前 1 : 15 9 
18 妊婦検診並母親学級 東部 北ノ宿十字路 1 : 20 

2 !妊婦検診並母親学級 西部
須釜 農 協前 1:25 

10 北須釜明神前 1:30 
16 妊婦検診並母親学級 東部 吉バス停留所 1 : 35 

6 妊婦検診並母親学級 西部 1時間受付午後1時
11 

東部
-2時まで

20 妊婦検診並母親学級
2場所母子健康センター

: 4 妊婦検診並母親学級 西部 3医師公立岩瀬丙院より
12 : 

4持参品 母子健康手帳と印鑑: 18 妊婦検診並母親学級 東部
(母子センタ一入所手続の際〉

55 : 8 妊婦検診並母親学級 西部 5診察料無料但し内容によ

東部 個人負担になる場合もあります。: 22 妊婦検診並母親学級

: 5 妊婦検診並母親学級 西部

妊婦1検月診日は(((都都但都日自日合合K合ににし変変変iEとE更更よよよ更〕) 〕りりり

2 :司 8日 第2火曜
: 19 妊婦検診並母親学級 東部

1月22日 第4火曜
: 4 妊婦検診並母親学級 西部

3t18 妊婦検診並母親学級 東部
7月10日 第2火曜

日程表

月;日 内 告聖'子2・ マイクロパス運行行程表

5i24 乳幼児健康診断 四辻分 校 下 12: 30 

6 : 28 乳幼児健康相談
狸穴石井商居前 12: 40 
北ノ宿十 字 路 12: 45 

7 : 26 乳幼児健康診断 須 釜 農 協 目リ 12: 50 

8 1 23 乳幼児健康相談 北須釜明 神 前 12: 55 

9 ! 27 乳幼児健康診断
τE土コt バス停留所前 1 : 00 

岩法寺大竹商庖前 1 : 15 

10 : 25 乳幼児健康相談 竜崎仁井田商館居前 1 : 20 

11 1 22 乳幼児健康診断
竜崎公民 前 1 : 22 

12 : 26 乳幼児健康相談
中 小山田商居前 1 : 25 

川辺カトヤ商庖前 1・30

551: 24 乳幼児健康診断 蒜生ノてス停留所前 1 : 35 

2! 28 乳幼児健康相談 1時間受付午後 l時-2時まで
3127 乳幼児健康診、断 2場所母子健康センター

乳幼児検診日は(毎月第4木曜日) 3持参品母子健康手帳

脱臼検査については、毎月第2水曜日 4対象児 生後3ヶ月.6ヶ月.9ヶ月

午後 l時，.._.2時まで石川i保健所にて 12ヶ月の乳幼児

乳幼児健康診断
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玉一小・須釜小の54年度春季運動会は-5月13ご日午前九校時"30分から同校庭で、家族たちの声援と

招待されたお年寄りたちが見守るなかでにぎやが?とひ広かれました。

この自は絶好の 5月晴れの好天候に恵れ汗ばむほどで、子供達は元気に演技を披露していま

した。

A赤かて、白ろかて(玉ーづ、〉

A体そうで・からだをほぐして〈玉一小〉 Aねらいをつけてそれ入れる./(須釜小〉
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れる

6月41百三ア目水道週間

こんなムダガ.•• 

水
の
大
切
さ
は
、
い
ま
さ
ら
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

J
S
L刊

水
道
の
水
が
'止
ま
っ
た
ら
、
J

わ
た

し
た
ち
、ゐ
一生
活
は
即
座
に
マ
ピ
し

ま
す
。
家
庭
守
、
ぺ
学
校
で
、
工
場
で
、

病
院
で
…Iι
ー
わ
た
る
と
こ
ろ
で
立

ち
往
生
と
い
グ
いこ

と

に

な

り

ま

す。
そ
の
半
面
、
わ
た
し
た
ち
は
水

道
の
便
利
き
時
慣
れ
て
、

;や
や
も

す
る
と
、
ふ
だ
ん
は
水
の
あ
り
が

た
み
を
そ
れ
ほ
ど
感
じ
な
い
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
、
健
康
な
と
き
は
健

康
の
あ
り
が
た
さ
を
意
識
し
な
い

の
と
同
じ
よ
う
に
。

六
月
一
日

J
六
月
七
日
は
、
水

道
週
間
で
す
。

こ
と
し
は
、
暖
冬
異
変
の
影
響

で
雪
が
少
な
く
、
水
不
足
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
乙
の
機
会
に
い

ま
一
度
、

ケ暮
ら
じ
の
中
，の
水
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
る
よ
う
。

ポタポタ2K
オ時闘でi

約Tリットjレ目レ

政
で
パ
介

汀
H
h

咽
副
司

l
J

状

開

，F

糸
ペ
1

約

林
署
長
、
石
川
選
刀
の
町
村
長
、
議
会

議
長
、
関
係
者
二
一
盲
人
が
出
席
、
石
川
r

地
方
緑
化
推
進
委
員
長
小
針
千
代
之
助

ハ
玉
川
村
長
以
が
ら
ケ
美
し
い
郷
土
を

緑
豊
か
に
す
る
た
一め
に
川
今
後
尚
一
層

心
努
方
と
推
進
を
る
式
辞
が
の
べ
ら

れ
、
林
業
関
係
功
労
者
に
そ
れ
ぞ
れ
表

め
よ
ハY

J

品川
l

彰
状
、
感
謝
状
が
投
与
さ
・れ
た
。

こ
の
あ
と
、
京
幼
4

ん稚
園
j
J

玉
一
小
周

辺
に
全
員

r-
タ
ポ
品
川
品
川

、Jス
ヒ
バ
、

f
J
ミジな
己
主

撃

た
下

特
に
昨
年
発
足
し
た
同
校
の
隷
の
少

年
団
が
り
り
し
い
制
服
姿
で
、
L
u
生
懸

命
に
鍬
を
振
っ
て
い
た
。

な
お
〆
参

加
者
全
員
に
金
モ

ク
セ

一イ
、
銀
ff

ク
セ

イ
の
記
念
の
苗
木
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

本
村
関
係
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

。
伝
達
知
事
表
彰

ン 銭
玉ク二
)11 1十
狩ール九
立知回
泉事学
中 賞校
"，4 'f!三
弓子 元主

校 林
環
境
緑
化
コ

o

玉
川
村
長
賞

功
労
賞

一佐
藤
淳
次
郎
(
南
須
釜
)

感
謝
状

王
)11 
第

学
校
P 
T 
A 

天

う格平 で動
。的年ましし
梅よたょんま
雨 り 、弘三;雨
明気北 oめ
け祖方 降
はの高 ーか
下低 気 や
旬 い圧 す
に時の い
な期影 期
るも響 間
であで が
しり時 あ
よ本 々 毛

{長

報

予

(六、

J
七
月
)

(六

の
見
込
み
で
す
。

月
平
均
の
気
温
は
会
津
地
方
は
平
年
並

み
、
中
通
り
、
浜
通
り
地
方
は
や
斗
噌低

め
、
降
水
量
は
平
年
並
み
の
見
込
み
で

す。

月
平
均
の
気
温
は
大
体
平
年
並
み
降

水
量
は
会
津
地
方
は
平
年
並
み
か
や
斗

多
め
、
中
通
り
、
浜
通
り
地
方
は
平
年

並
み
の
見
込
み
で
す
。

月

時
々
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
高
気
圧
が
現

わ
れ
て
冷
涼
な
曇
り
空
の
多
い
期
間
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

入
梅
は
平
年
並
み
か
や
ふ
早
め
に
な

り
そ
う
で
す
が
梅
雨
前
線
の
活
動
が
本

格
的
に
な
る
の
は
下
旬
に
な
っ
て
か
ら

(七

月

前
洋
は
本
州
付
近
で
梅
雨
前
線
が
活
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し
醤
山
妙
子
棋
の

告
掲
げ
与
謝
神
伊
藤
饗
留

六
月
四

B

J
十
日

歯
の
衛
生
週
間

六
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
「
歯
の
衛

生
週
間
」
で
す
。
六
は
「
む
」
自
は

「し」

l
iつ
ま
り
、
む
し
歯
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
歯
を
清
潔
に
保
と
う
と

い
う
も
の
で
す
。

心
身
の
健
康
と
深
い
関
係
に
あ
る
歯

を
、
い
つ
ま
で
も
丈
夫
で
長
持
ち
さ
せ

る
に
は
、
ま
ず
、
む
し
歯
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
と
企
合
'す。

む
し
歯
一ば
、
一
度
か
か
る
と
徐
々
に

そ
の
キ
ズ
ロ
を
広
げ
て
い
き
、
自
然
に

治
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
叫
ば
れ
る
の
も
こ
の

た
め
で
す
。

こ
と
し
は
、
国
際
児
童
年
で
す
。
お

子
さ
ん
の
む
し
歯
を
予
防
し
、
丈
夫
な

歯
を
育
て
る
よ
う
、
お
母
さ
ん
は
十
分

気
を
つ
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

厚
生
省
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、
一

歳
で
十
人
に
一
人
、
一
一
歳
で
は
十
人
の

雑損控除!こよる方法

災慈て・住宅や君主買すなど資i1Eに技芸与を受l十、

そのUl答額が王手間所得の10%を超えるとき

は、その鐙えた金主買が所得金額から控除さ

れます。

総書翼控除重要の計算

ftft苦手保険金などで1
;11.笹額一i ト合計所得金銭

宇市てんされる金額/

x-;"=雑f員控除額
10 

災害減免法による方法

災害事で住宅や家財などがt!l答を受!t.そ
の扱容量買が住宅や家財の価額の2分の 1以
上で、しかも、その年の所得金額が400万問
以下の場合、次のような所得税額の続減ま

たは免除がさをけられます.

合費十所得金聖書

200万円以下の場合

200万同超-300万円以下
300方問題-400万円以下

軽減免除を受ける手続き

主義lJH空除や災害減免法による所得税の軽減・免除;ま最終的には玉翌年の確定申告で受けることになっ
ていますが、 E蜜定申告書官でも次のような方法で、所得税の経減・免除が受けられます.

う
ち
五
人
、
一
一
一
歳
に
な
る
と
十
人
の
う

ち
八
人
ま
で
が
、
む
し
留
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
一
人
当
た
り
の
平
均

η
む
し

歯
保
有
数
υ

は、

一

歳

0
・
三
本

二

歳

二

・

六

本

三

歳

六

・

二

本

と
、
こ
れ
も
年
令
が
上
が
る
に
つ
れ

て
増
え
て
い
ま
す
。

む
し
歯
が
痛
め
ば
、
食
欲
も
減
り

偏
食
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
む
し

歯
が
抜
け
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
か
む
力
は
そ
れ
だ
け
弱
ま
り
ま

給与所得者の場合

す。
こ
の
よ
う
な
結
果
、
む
し
歯
の
多
い

子
供
や
、
設
け
た
ま
ま
に
し
て
い
る
子

供
は
、
丈
夫
な
歯
の
子
供
に
比
べ
て
身

長
や
体
重
の
発
育
に
差
が
出
て
、
将
来

に
悪
い
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
と
も
限

川
辺
キ
ュ
ウ
リ
接
木
生
産
組
合
(
代

表
者
須
藤
利
男
〉
の
接
木
栽
培
は
組
合

員
の
丹
精
こ
め
て
作
っ
た
と
と
も
あ
っ

て
、
見
事
な
成
育
ぶ
り
で
、
去
る
五
月

二
十
三
、
四
日
の
両
日
十
戸
共
同
で
し

か
も
夫
婦
揃
っ
て
な
ご
や
か
な

5
-も
ん

り
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
、
い
ま
一
度
、
子
供
の

歯
の
状
態
を
チ
ッ
ク
し
て
、
む
し
歯
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

業作{ナ付植てつ諭婦夫

に
、
本
焔
に
定
植
さ
れ
、
苗
木
に
し
て

約
一
万
五
千
本
、
一
、
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
お
よ
ぶ
面
積
に
植
付
け
ら
れ
、
組
合

員
一
同
大
張
切
り
で
、
収
獲
期
を
待
ち

望
ん
で
居
り
、
今
後
の
成
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
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各税目毎の納期限は次のとおりです。

(毎月25日まで、日曜、祭日の場合は26日まで〉
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ま
む
し
抗
毒
素

別

取
り
扱
い
の
お
し
、
り
せ

「
ま
む
し
」
に
よ
る
事
故
が
発
生
し

た
場
合
、
従
来
と
同
じ
く
、
石
川
町
伊

藤
薬
局
に
ま
む

L
抗
毒
素
を
保
管
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
石
川
保
健
所
に
連
絡

の
上
、
払
い
出
し
を
受
け
て
下
さ
い
。

な
お
、
緊
急
時
及
び
夜
間
休
日
等
で

保
健
所
に
連
絡
出
来
な
い
場
合
は
直
接

払
い
出
し
を
受
け
て
下
さ
い
。

石
川
保
健
所

⑧

0
2
4
7
2
1
2
1
3
1
1
1
 

期

伊
藤
薬
局

⑧
0
2
4
7
2
1
2
1
2
0
5
8
 

万
一
、
伊
藤
薬
局
に
備
蓄
が
な
か

っ
た
場
合
の
連
絡
は
次
の
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。

白郡
⑧ 河@山
0 駒 0 紛
2 ワ 2鈴
4 タ 4彦
8 ナ 9郡
2 ベ J山
i薬 5庖
3局 1
l ~ 
2 2 
o 4 
1 2 
1 5 

6
月
公
民
館
関
係
行
事
予
定

青
少
年
教
育
研
究
協
議
会

(
石
川
中
央
公
民
館
9
時〉

家
庭
教
育
研
究
集
会

(
福
島
市
民
会
館
〉

5
1
6
日
県
主
事
部
研
究
会

ダ

ソ

ス

教

室

〈

須

4 
日

6 
日

7 
日

釜
)

!税
・

目 納 期 F艮

予定納税第1期 7月31日

所 得 税 " 第2期 11月30日
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